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一
般
社
団
法
人
福
島
県
造
園
建
設
業
協
会
（
現
在
会
員
数
一
二
〇
名
）
が
、
設
立
四
〇

周
年
を
迎
え
る
節
目
の
今
年
、
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
〇
年
四
月
三
〇
日
林
業
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、「
会
員
一
人
一
人
の
力
を
こ

こ
に
結
集
し
、
国
民
的
財
産
と
も
い
え
る
緑
の
担
い
手
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を
も
ち
、

常
に
技
術
研
鑽
を
し
、
県
内
の
造
園
業
界
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。」
を
設
立

の
趣
旨
と
し
て
、
会
員
三
一
名
で
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
四
〇
年
の
間
に
、
時
代
と
と
も
に
人
々
の
緑
や
庭
に
対
す
る
価
値
観
も

変
遷
し
、
精
神
的
な
活
用
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
再
生

可
能
な
生
産
資
源
で
あ
っ
た
緑
も
、
環
境
資
源
へ
と
変
わ
り
、
そ
し
て
文
化
資
源
と
し
て

も
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
安
ら
ぎ
や
情
操
教
育
の
場
な
ど
新
し
い
効
用
が
期
待
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

庭
も
ま
た
、
家
族
の
成
長
と
と
も
に
趣
味
や
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
り
、
家
屋
の

建
て
替
え
等
で
庭
の
配
置
形
状
の
変
化
等
に
伴
い
、
リ
・
ガ
ー
デ
ン
と
い
う
新
し
い
感
覚

で
庭
を
生
き
返
ら
せ
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。
四
〇
年
前
に
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た

こ
と
で
す
が
、
今
、
私
た
ち
に
は
多
種
多
様
な
感
性
や
技
術
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
会
の
事
業
に
、
庭
や
緑
に
対
す
る
思
い
を
手
紙
に
た
く
す
「
み
ど
り
の
文
」

募
集
が
あ
り
ま
す
。
応
募
者
は
、
六
歳
～
九
九
歳
ま
で
全
国
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
み
ど

り
は
、
文
化
的
な
事
業
展
開
の
素
材
に
も
十
二
分
に
な
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
年

は
、
お
か
げ
様
で
第
十
回
目
と
な
り
、
特
別
企
画
と
し
て
「
フ
ォ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
部
門

を
設
け
ま
し
た
。
次
の
世
代
に
残
し
た
い
緑
や
庭
の
風
景
を
写
真
に
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
い
た
だ
く
と
い
う
内
容
で
、
ま
た
新
し
い
展
開
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
福
島
は
、
残
念
で
す
が
、
庭
の
緑
、
街
路
樹
、
公
園
の
緑
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
除
染
で
樹
形
も
な
く
伐
採
さ
れ
た
こ
の
樹
木
た
ち
が
、
本
来
の
樹
形
を
取

り
戻
す
ま
で
の
歳
月
の
長
さ
を
思
い
な
が
ら
、
造
園
を
生
業
と
し
て
い
る
私
達
は
「
緑
の

再
生
な
く
し
て
、
あ
る
い
は
造
園
業
者
の
出
番
な
く
し
て
福
島
の
復
旧
・
復
興
に
終
わ
り

は
な
い
」
と
強
く
考
え
ま
す
。

　

平
成
三
〇
年
開
催
の
「
全
国
植
樹
祭
」
で
は
、
こ
の
福
島
か
ら
緑
の
生
命
、
自
然
の
生

命
の
大
切
さ
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
、
そ
の
意
義
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
緑
豊
か
な
、
緑
か
が
や
け
る
福
島
の
再
生
を
願
い
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（一社）福島県造園建設業協会　　　
会長　諸　井　道　雄

新任あいさつ
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　４月25日（土）、JR福島駅前周辺で「緑の募金」街頭キャンペーン
を実施しました。
　この街頭キャンペーンは、毎年、春季募金運動推進期間（４月１日～５月31日）に、福島市緑化推進委員
会を中心に（公社）福島県森林・林業・緑化協会と共催で実施しています。
　市内の荒井小、岡山小、佐倉小、佐原小、土湯小の５つの小学校の緑の少年団を含め総勢約130名が参加
しました。緑の少年団の子どもたちは、街行く人達に元気な声で募金を呼び掛けました。

　緑の募金にご協力いただいた方には、緑の羽根をお渡しする際、花苗、花の種をお配りしました。
　　・ベゴニア、マリーゴールドの花苗
　　・カモミール、サルビア、バジル、ひまわり、マリーゴールドの花の種

　小さなお子さんからご年配の方まで老若男女問わず、募金に協力していただいた多くの皆さん、本当にあ
りがとうございました。
　「緑の募金」は、緑化の推進、青少年の育成などに活用させていただいております。
　今後とも、「緑の募金」へのご協力よろしくお願いいたします。

No.194
緑の募金コーナー

「緑の募金」街頭キャンペーン
緑化運動標語
「今植えた　小さなその芽が　大きな未来」

平成27年度

募金風景　元気な声で呼びかける緑の少年団

マリーゴールド ベゴニア
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　５月19日（火）、郡山市にあるビッグパレットふくしまにおいて、「平成27年度　第36回福島県緑の少年
団活動実績発表大会」を開催しました。
　本大会は、新緑が映えるこの時期（５月）に毎年開催しています。
　今回、９団の緑の少年団が参加し、発表では５団の各少年団の代表（団長、副団長等）が昨年度１年間取
り組んできた学習活動、奉仕活動、レクリエーション活動について発表しました。
　審査結果（参加団含む）は次のとおりです。

　審査講評のなかで、審査委員長の県教育庁社会教育課主幹の鈴木基之氏は、「どの少年団もそれぞれ自然
について学習し、自校の花壇などの整備で緑を守り育て、募金活動などでその大切さを地域の人たちに広め
る活動をしている。」「①昨年の活動で良かった点については継続して、また良くなかった点については改善
策を考え改善し、より充実した活動を行ってほしい、②先輩たちから引き継いだ緑を守り育てていく活動を
後輩たちに引き継いでほしい、③これから緑の少年団を退団しても、花や木々を愛する気持ちを持ち続け、
それを守り育て増やしていく活動を自分の身の回りの範囲で良いのでずっと継続していけるような人になっ
てほしい。」と話されました。
　県知事賞を受賞した会津若松市立大戸小学校緑の少年団の井上流那団長（５年）、小林快誠副団長（５年）
は「みんなで頑張って（県知事賞に）選ばれ、とても嬉しい。」とコメントしました。
　表彰式は、７月24日（金）開催予定の第41回福島県緑の少年団大会（同会場コンベンションホール）の
席上にて行う予定です。

平成27年度　第36回
福島県緑の少年団活動実績発表大会

日　時　　平成27年５月19日（火）
場　所　　ビッグパレットふくしま ３階 小会議室２・３
主　催　　福島県緑の少年団育成協議会
　　　　　公益社団法人 福島県森林・林業・緑化協会
後　援　　福島県　福島県教育委員会　関東森林管理局

福島県知事賞  ……………………………………………………………………………………………
会津若松市立大戸小学校緑の少年団
福島県教育委員会教育委員長賞  ………………………………………………………………………
会津若松市立川南小学校「ホタルの里」緑の少年団
関東森林管理局長賞  ……………………………………………………………………………………
矢祭山みどりの少年団（矢祭町立内川小学校）
福島県緑の少年団育成協議会長賞  ……………………………………………………………………
猪苗代町立緑小学校緑の少年団
奨励賞  ……………………………………………………………………………………………………
会津若松市立謹教小学校緑の少年団
その他参加団（発表なし） ………………………………………………………………………………
郡山市立穂積小学校緑の少年団
田村市立緑小学校みどりの少年団
飯豊小学校緑の少年団（小野町立飯豊小学校）
相馬市立山上小学校緑の少年団
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大　会　風　景

福島県知事賞に選ばれた会津若松市立大戸小学校緑の少年団
井上団長（右）、小林副団長

関東森林管理局長賞に選ばれた矢祭山みどりの少年団、
全国大会の推薦校へ

会津若松市立謹教小学校緑の少年団

会津若松市立川南小学校「ホタルの里」緑の少年団

猪苗代町立緑小学校緑の少年団

主催者あいさつ
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木
製
品
の
寄
贈
に
よ
る

被
災
地
域
の
復
興
支
援

農
林
中
央
金
庫
福
島
支
店

農
林
水
産
環
境
事
業
班

髙
　
橋
　
陽
　
介

　

農
林
中
央
金
庫
は
、
農
林
水
産
業
を
基

盤
と
す
る
協
同
組
織
中
央
機
関
・
専
門
金

融
機
関
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
農
林
水
産
業
の
復

興
を
全
力
か
つ
多
面
的
に
支
援
す
る
た

め
、
平
成
二
三
年
度
に
、
支
援
額
三
〇
〇

億
円
の
復
興
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
し

ま
し
た
。

　

当
金
庫
福
島
支
店
で
は
、
こ
の
復
興
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
取
組
み
と
し

て
、
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
お
よ
び
被

災
し
た
沿
岸
部
の
森
林
組
合
と
連
携
し
、

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
支
援
と
し
、
地
元

自
治
体
等
に
県
産
木
材
を
活
用
し
た
木
製

テ
ー
ブ
ル
や
積
み
木
等
を
寄
贈
す
る
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
と
連

携
し
た
、
幼
稚
園
・
保
育
園
等

へ
の
積
み
木
の
寄
贈

　

福
島
県
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原

発
事
故
以
降
、
子
ど
も
を
屋
外
で
遊
ば
せ

る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
保
護
者
が
多
い

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
満
足
に
屋
外

で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
当
金
庫
福
島
支
店
は
、
子
ど

も
た
ち
が
の
び
の
び
遊
べ
る
環
境
づ
く
り

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
福
島
県
森

林
組
合
連
合
会
と
連
携

し
、
屋
内
で
も
遊
べ
る

遊
具
と
し
て
、
県
産
材

を
活
用
し
た
積
み
木
の

寄
贈
を
し
て
お
り
ま

す
。

〈
積
み
木
寄
贈
実
績
〉

・
積
み
木
寄
贈
先
施
設

数
：
五
九
四
施
設

・
積
み
木
寄
贈
数
：
九

六
九
セ
ッ
ト

■
相
馬
地
方
森
林
組
合
・
双
葉
地

方
森
林
組
合
・
い
わ
き
市
森
林

組
合
と
連
携
し
た
、
地
元
自
治

体
等
へ
の
木
製
テ
ー
ブ
ル
・
ベ

ン
チ
等
の
寄
贈

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
被
害
や
、

同
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
で
大
き
な
影
響

を
受
け
た
地
域
住
民
は
、
現
状
、
浜
通
り

地
域
を
中
心
に
避
難
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
浜
通
り
地
域
の
一
部
に
お
い

て
急
激
に
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
地
域
に
お
い
て
、
生
活
環
境
の
改
善
が

急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

行
政
施
設
、
教
育
・
福
祉
施
設
、
市
民
公

園
な
ど
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
お
い

て
、
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
等
が
不
足
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
金
庫
福
島
支
店
で
は
、

浜
通
り
地
方
の
三
森
林
組
合
と
連
携

し
て
、
上
述
の
公
共
施
設
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
に
対
し
、
木
の
温

も
り
を
感
じ
ら
れ
る
県
産
材
を
活
用

し
た
木
製
の
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
な
ど

を
寄
贈
し
て
お
り
ま
す
。

〈
木
製
品
寄
贈
先
実
績
〉

・
新
地
町
：
町
役
場
庁
舎
、
相
馬

地
域
開
発
記
念
緑
地
公
園
、新
地
町

立
小
学
校

・
相
馬
市
：
相
馬
市
立
小
学
校
、

相
馬
市
立
児
童
セ
ン
タ
ー

・
南
相
馬
市
：
大
町
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
、
南
相
馬
市
鎮
魂
の
森

・
浪
江
町
：
浪
江
町
立
小
学
校

・
葛
尾
村
：
葛
尾
村
応
急
仮
設
住
宅

・
い
わ
き
市
：
い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ

ウ
、
い
わ
き
市
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、

い
わ
き
市
石
炭
・
化
石
館
ほ
る
る
、
い

わ
き
市
立
湯
本
第
二
保
育
園
ほ
か

　

木
製
品
寄
贈
の
取
組
み
は
、
平
成
二
七

年
度
も
継
続
予
定
で
す
の
で
、
当
金
庫
福

島
支
店
は
、
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会
や

森
林
組
合
と
連
携
し
、
県
産
材
を
活
用
し

た
木
製
品
寄
贈
を
行
う
こ
と
に
よ
る
、
被

災
地
域
の
復
興
を
引
き
続
き
積
極
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

積み木寄贈の取組みを紹介
平成27年３月12日新聞一面広告

浪江町立浪江小学校、同町立津島小学校への木製テーブルの寄贈
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フ
ォ
レ
ス
ト
助
成
金
（
協
賛
）
事
業
制

度
は
平
成
十
一
年
六
月
十
一
日
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
制
度
が
で
き
る
ま
で
委
員
会

を
設
置
し
検
討
を
重
ね
、
地
道
に
林
業
関

係
事
業
に
取
組
ん
で
い
る
団
体
に
一
事
業

二
〇
万
円
を
限
度
に
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
団
体
に
助
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
二
件
三
八
三
千
円
の
申
込
み
で

し
た
が
、
十
六
年
が
経
過
し
た
昨
年
度
は

三
〇
件
四
、
五
二
〇
千
円
（
協
賛
も
含
む
）

と
な
り
、
現
在
ま
で
の
累
計
は
三
〇
〇
件

四
七
、
三
〇
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
毎

年
僅
か
の
金
額
で
す
が
森
林
林
業
関
係
に

は
貢
献
で
き
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
法
人
は
昨
年
一
般
財
団
法
人
に
移
行

し
ま
し
た
が
、
こ
の
助
成
金
制
度
は
公
益

事
業
と
し
て
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
公
益
性
を
維
持
す
る
た
め
認
定
事
業

審
査
会
に
は
外
部
か
ら
四
名
の
審
査
員
を

加
え
、
申
込
者
、
事
業
内
容
な
ど
厳
正
に

審
査
し
選
定
し
て
い
ま
す
。
森
林
・
林
業

事
業
の
た
め
年
数
が
二
年
以
上
に
わ
た
る

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
継
続
的
に
取
組
む

必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
平
成
二
四
年
度
か
ら

総
会
開
催
時
に
前
年
度
認
定
事
業
の
中
か

ら
二
事
業
を
選
び
実
施
内
容
を
発
表
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
夕
日
ヶ
丘
森
花
（
シ
ン
カ
）

倶
楽
部
と
台
松
塚
館
跡
保
存
会
に
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

夕
日
ヶ
丘

森
花
（
シ
ン

カ
）
倶
楽
部

は
、
岳
温
泉

鏡
ヶ
池
を
中

心
と
し
た
里

山
の
整
備
と

森
林
と
の
ふ

れ
あ
い
推
進

事
業
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
団
体

で
す
。
活
動

は
毎
年
三
月

か
ら
始
ま
り

十
一
月
ま
で

毎
月
二
、
三

回
で
年
間
二

四
回
、
各
自

弁
当
、
道
具
持
参
で
森
林
整
備
、
キ
ノ
コ

の
原
木
づ
く
り
、
巣
箱
づ
く
り
な
ど
素
晴

ら
し
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
〇

年
に
は
福
島
民
報
社
の
み
ど
り
の
大
賞
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
発
表
会
で
は
事
務
局

長
鈴
木
正
さ
ん
、
副
会
長
立
花
千
秋
さ
ん

と
事
務
局
の
立
花
千
春
さ
ん
が
発
表
し
ま

し
た
。

　

台
松
塚
館
跡
保
存
会
は
活
動
を
始
め
て

二
年
目
の
団
体
で
す
。
発
表
会
で
は
会
長

の
相
馬
市
郎
さ
ん
が
、
雑
木
林
で
覆
わ
れ

荒
廃
し
て
い
た
戦
国
時
代
の
館
跡
を
地
区

全
員
で
整
備
し
憩
い
の
場
所
と
す
る
計
画

と
、
昨
年
は
ド
ウ
ダ
ン
、
モ
ミ
ジ
な
ど
二

〇
〇
本
植
樹
し
た
事
業
を
説
明
し
ま
し

た
。
こ
の
地
区
は
人
口
減
な
ど
過
疎
化
の

問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
自
然
の
宝
庫
に
恵

ま
れ
国
指
定
の
「
杉
沢
の
大
杉
」
も
こ
の

地
区
に
あ
り
ま
す
。
台
松
塚
館
の
史
跡
を

整
備
し
、
次
の
世
代
に
も
誇
れ
る
よ
う
な

魅
力
あ
る
里
山
づ
く
り
に
強
い
熱
意
で
取

組
ん
で
い
く
心
構
え
を
発
表
し
ま
し
た
。

夕日ヶ丘森花倶楽部

台松塚館跡保存会

フ
ォ
レ
ス
ト
助
成
認
定
事
業

活
動
発
表
会
（
一
般
財
団
法
人
）福
島
県
林
業
会
館
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○
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
期
間
に
併
せ
て
、
花
見
山
、
天
鏡
閣
及
び
昭
和
の
森
で
広
報
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
　

六
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
白
河
市
で
開
催
さ
れ
る
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
夢
フ
ェ

ス
タ
」
に
お
い
て
、
ブ
ー
ス
を
設
け
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
そ
の
他
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　

・
地
方
植
樹
祭
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
（
五
～
六
月
、
十
～
十
一
月
）

　

・
会
津
ま
つ
り
、
お
い
し
い
ふ
く
し
ま
い
た
だ
き
ま
す
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
九
月
）、

う
つ
く
し
ま
育
樹
祭
、
林
業
祭
（
十
月
）、
ふ
く
し
ま
大
交
流
フ
ェ
ア
（
翌
一
月　

東
京
）
な
ど
各
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

四　

森
と
遊
ぶ
交
流
会（
仮
称
）の
開
催

　
　

八
月
に
ふ
く
し
ま
県
民
の
森
で
、
県
内
小

学
生
五
〇
〇
人
程
度
の
参
加
を
予
定
し
、
森

林
内
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
な
ど
野
外
活

動
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

五　

苗
木
の
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ

　
　

県
内
の
小
学
校
で
、
全
国
植
樹
祭
、
地
方

植
樹
祭
や
緑
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
す
る

苗
木
を
育
て
る
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ
を
実
施
し

ま
す
。

全
国
植
樹
祭
コ
ー
ナ
ー

　
～
平
成
二
七
年
度
の
事
業
計
画
等
～
森
林
保
全
課

一　

実
行
委
員
会
の
設
立

　
　

全
国
植
樹
祭
の
成
功
に
向
け
、
会
長
で
あ
る
知
事
を
始
め
、
県
内
各
界
の
代
表
者

を
構
成
員
と
す
る
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
全
国
植
樹
祭
の
事
務
を
行
う
と
と
も
に
、

総
会
に
お
い
て
基
本
計
画
・
実
施
計
画
の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
　

第
一
回
実
行
委
員
会
総
会
は
、
平
成
二
七
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
、
専
門
委

員
会
の
設
置
な
ど
を
議
題
と
し
て
、
六
月
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

総
会
は
、
今
後
平
成
三
〇
年
度
ま
で
年
二
回
程
度
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
次

回
は
十
一
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

二　

全
国
植
樹
祭
に
係
る
主
な
予
定

　
　

六
月
～　
　

基
本
計
画
案
の
検
討
開
始

　
　

八
月　
　
　

第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
の
本
県
開
催
決
定

　
　
　
　
　
　
　

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ

　
　
　
　
　
　
　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び
開
催
テ
ー
マ
の
公
募
開
始

　
　

十
一
月　
　

第
二
回
実
行
委
員
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　

国
土
緑
化
推
進
機
構
に
よ
る
式
典
開
催
地
現
地
調
査
、
決
定

　
　

翌
二
月　
　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
及
び
開
催
テ
ー
マ
を
決
定

三　

全
国
植
樹
祭
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　

全
国
植
樹
祭
開
催
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
機
会
を
捉
え
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
ま
す
。

　
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
に
向
け
、
本
年
度
は
次
の
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

昨年のスクールステイモデル校における
どんぐり播種の様子全国植樹祭のぼりデザイン
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「
杉
沢
の
大
ス
ギ
」
は
、
二
本
松
市
杉

沢
字
平
地
内
に
生
育
し
て
い
る
。
生
育
地

は
旧
岩
代
町
に
あ
り
、
二
本
松
市
と
田
村

市
の
境
い
に
当
た
る
場
所
で
あ
る
。

　

大
ス
ギ
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
と
し
て

は
、
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
二
〇
年
（
一

六
四
三
年
）、
二
本
松
藩
主
丹
羽
光
重
が

領
内
を
巡
視
し
た
際
、
こ
の
大
ス
ギ
の
見

事
さ
に
感
嘆
し
、「
杉
沢
の
杉
」
と
命
名

に
な
り
、
伊
勢
参
り
し
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

明
治
時
代
に
は
、
こ
の
大
杉
の
地
籍
争

い
が
生
じ
伐
採
の
危
機
に
直
面
し
た
が
、

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
年
）
時
の
県
知

事
の
行
政
処
分
に
よ
り
免
れ
た
。

　
「
杉
沢
の
大
ス
ギ
」
は
、
全
国
の
数
多

い
ス
ギ
の
中
で
も
、
頂
部
か
ら
下
部
ま
で

し
っ
か
り
と
枝
葉
を
つ
け
、
樹
勢
は
比
較

的
良
好
で
、
端
正
な
樹
形
は
他
に
類
を
見

な
い
存
在
で
あ
り
、
完
全
な
独
立
木
で
、

ま
さ
に
ス
ギ
ら
し
い
ス
ギ
と
し
て
は
日
本

一
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

本
樹
は
、
昭
和
十
八
年
八
月
十
四
日
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
指

定
樹
齢
は
六
〇
〇
年
と
も
一
〇
〇
〇
年
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
形
状
は
、
現
地
の
解

説
版
で
は
樹
高
が
五
〇
・
〇
㍍
と
な
っ
て

い
る
が
、
か
っ
て
は
樹
高
六
八
・
〇
㍍
と

も
い
わ
れ
、
日
本
で
最
も
背
の
高
い
ス
ギ

と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

最
近
私
が
計
測
し
た

と
こ
ろ
、
三
六
・
五

〇
㍍
で
四
〇
㍍
に
届

か
な
い
樹
高
で
あ
っ

た
。
幹
周
は
一
二
・

六
〇
㍍
、
根
元
周
は

二
二
・
五
㍍
で
、
か
っ

て
は
大
小
の
腐
朽
開

口
が
あ
っ
た
が
、
外

科
的
治
療
や
肥
大
生

長
な
ど
に
よ
り
目
立

た
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
主
幹
内
部
は
空
洞
化

し
て
お
り
、
大
人
数
人
が
入
れ
る
大
き
さ

と
な
っ
て
い
て
、
真
中
に
仕
切
り
の
よ
う

な
壁
が
あ
り
、
こ
れ
は
以
前
か
ら
本
樹
は

二
本
が
融
合
し
て
一
本
に
な
っ
た
ス
ギ
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
来
た
が
、
解
決
の

カ
ギ
に
な
り
そ
う
だ
。

　

枝
張
り
は
、
東
一
一
・
六
〇
㍍
、
西
一

二
・
七
〇
㍍
、
南
一
二
・
七
〇
㍍
、
北
一

〇
・
五
〇
㍍
と
均
一
の
と
れ
た
樹
形
を
し

て
い
る
が
、
こ
こ
数
年
の
間
で
、
大
雪
や

大
風
に
よ
っ
て
主
に
南
東
側
の
枝
が
折

れ
、
主
幹
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
そ
れ
が
ま
た
巨
樹
と
し
て
圧

倒
し
て
く
る
。

　

大
ス
ギ
の
周
辺
に
は
木
道
が
整
備
さ

れ
、
周
辺
も
耕
地
と
し
て
環
境
が
保
た

れ
、
保
護
保
全
体
制
も
万
全
で
、
ス
ギ
の

単
木
と
し
て
は
国
内
で
も
最
大
級
と
い
わ

れ
る
本
樹
と
あ
わ
せ
、
こ
う
し
た
保
護
保

全
の
姿
勢
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
日
本
一

の
ス
ギ
で
あ
る
。

「
自
然
に
親
し
む
」
福
島
県
の
巨
樹
・
名
木　

― 

３ 

―

樹
木
医　

鈴　

木　

俊　

行

杉
沢
の
大
ス
ギ

し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
時
、

菅
野
沢
村
と
称
し
た
村
名
も
杉
沢
村
に
改

め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
ス
ギ
に
纏
わ
る
物
語
と
し

て
、「
あ
だ
ち
野
の
む
か
し
物
語
」
の
中

に
「
お
杉
さ
ん
の
伊
勢
ま
い
り
」
が
語
り

継
が
れ
て
い
る
。
話
は
、
今
か
ら
千
年
ほ

ど
昔
の
こ
と
、
大
杉
の
精
が
美
し
い
娘
に

な
っ
て
、
京
の
都
か
ら
来
た
若
者
と
夫
婦
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　平成27年３月20日に伊達市にある公益財団法人仁泉会北福島医療センターロビーに、高校生がデザイン
をした県産木製品（テーブル、椅子）で「ほっと」スペースが設置されました。
　「新「ほっと」スペース創出事業」は、農林事務所が高等学校等と連携して製品の製作を行うことによる
木育活動の支援を目的の一つとしています。
　高校生が木製品を製作するのは、技術的、時間的にも難しい。そこで、高校生にデザインだけお願いし、
製作は専門家にお願いすることを決め、DC ２（伊達クラフトデザインセンター）の白井さんに相談するこ
とにしました。
　白井さんに新「ほっと」スペース創出事業の趣旨、予算等について概略を話し、協力いただけることとな
り、具体的な相談となりました。話を始めてから約10分、今回の事業は伊達市内で完結させることが決まり
ました。制作はDC ２にお願いすることとして、デザインをお願いする高校と、多くの人に使用していただ
く設置場所を決める必要がありました。
　約１時間後、
　　　保原高校（デザイン）　＋　DC ２（製作）　→　北福島医療センター（設置場所）　という方針が決

まりました。
　この時点で了解を得ているのは製作部門だけでしたが、デザインの保原高校美術部、設置場所の北福島医
療センターからも了解が得られ、やっと事業がスタートしました。
　高校生がデザインするといっても、ものがテーブルや椅子となると人が座ったり、寄りかかったりするの
で、強度や安定性が求められます。怪我をしないこと、使いやすい大きさであることなどの基本的な事項は、
守る必要があります。そこで、高校生がデザインを始める前に、テーブル・椅子とはどのようなものか、ま
た木材の特性や使いやすい大きさ等についてDC ２のメンバーを講師に勉強会を３回開催し、その後にデザ
インに取り組みました。
　冬休み明けにデザイン画ができ、それをもとにDC2のメンバーが、製作用の図面を作成することとしたの
ですが、自由な感性により作成されたデザインはDC2のメンバーにとっても斬新なものであったようです。
　それから約２ヶ月、できあがったテーブル・椅子はデザイン通りあるいはそれ以上の仕上がりとなりまし
た。そのできばえを見て一番驚いたのは、デザインをした高校生本人だったようです。自分のデザインした
テーブル・椅子が公の場所で多くの人に使用していただける。そんな、高校生をちょっとうらやましく思っ
たのは、私だけではないようです。

高校生がデザインした家具で創る
「ほっと」スペース ■県北農林事務所

 林業普及指導員　新　津　　　修

高校生の勉強会（保原高校） 北福島医療センターの「ほっと」スペース

普及指導員通信
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四
月
八
日
の
積
雪
を
最
後
に
日
差
し
は

日
々
強
さ
を
増
し
、
当
署
で
も
「
造
林
事

業
（
植
付
作
業
）」
を
か
わ
き
り
に
、
間

伐
に
よ
り
出
材
さ
れ
る
丸
太
を
販
売
す
る

「
製
品
販
売
事
業
」、「
松
く
い
虫
特
別
防

除
事
業
」、「
林
業
専
用
道
新
設
事
業
」
と

い
っ
た
平
成
二
七
年
度
の
各
種
事
業
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
今
年

度
は
、
五
年
ご
と
に
見
直
し
が
さ
れ
る

「
第
五
次
奥
久
慈
森
林
計
画
」
の
樹
立
の

年
に
当
た
り
、
そ
の
準
備
も
併
せ
て
進
め

て
い
ま
す
。

　

当
森
林
計
画
区
は
棚
倉
町
、
矢
祭
町
、

塙
町
、
鮫
川
村
の
三
町
一
村
に
所
在
す
る

国
有
林
野
二
万
二
千
㌶
が
計
画
の
対
象
で

す
。
管
内
は
、
東
部
が
「
阿
武
隈
山
地
」、

西
部
が
「
八
溝
山
地
」
に
位
置
し
、
県
下

で
も
有
数
の
「
奥
久
慈
林
業
地
」
と
し
て
、

民
有
林
も
含
め
多
く
の
人
工
林
が
造
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
境
に
位
置
す
る
「
八
溝
山
（
標

高
一
、
〇
二
二
㍍
）」
一
帯
は
良
好
な
自

然
環
境
が
維
持
さ
れ
、
山
頂
付
近
に
生
育

す
る
天
然
性
の
「
ア
カ
シ
デ
」、「
ケ
ヤ
キ
」

が
植
生
す
る
区
域
を
「
林
木
遺
伝
資
源
保

存
林
」
に
設
定
し
、
貴
重
な
森
林
生
態
系

を
保
全
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
奥
久
慈

県
立
自
然
公
園
」
が
三
町
に
ま
た
が
り
設

定
さ
れ
、
国
有
林
に
お
い
て
は
、
山
岳
景

観
と
と
も
に
生
活
に
密
着
し
た
里
山
と
し

て
、「
山
本
不
動
森
林
ス
ポ
ー
ツ
林
（
棚

倉
町
）」
等
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

が
あ
り
、
自
然
体
験
や
キ
ャ
ン
プ
、
保
健

休
養
の
場
等
と
し
て
多
く
の
方
々
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
第
四
次
奥
久
慈
森
林
計
画
」
に
お
い

て
「
下
刈
」
や
「
間
伐
」
と
い
っ
た
森
林

整
備
事
業
の
実
施
に
は
、
高
性
能
林
業
機

械
を
導
入
し
た
、
地
元
林
業
事
業
体
に
請

負
っ
て
い
た
だ
き
、
年
間
約
七
〇
〇
㌶
の

造
林
事
業
、
約
四
〇
〇
㌶
の
間
伐
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

棚
倉
森
林
管
理
署
の
管
理
す
る
国
有
林

の
人
工
林
面
積
は
一
万
五
千
㌶
、
天
然
林

面
積
は
六
千
㌶
で
す
。
人
工
林
の
面
積
割

合
は
主
に
、ス
ギ
（
五
一
㌫
）、ヒ
ノ
キ
（
三

二
㌫
）、
ア
カ
マ
ツ
（
一
一
㌫
）
で
、
人

工
林
の
林
齢
は
九
齢
級
（
四
一
～
四
五
年

生
）
以
上
が
四
七
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
人

工
林
資
源
は
充
実
し
て
利
用
期
に
達
し
た

林
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
第
五
次
奥
久
慈
森
林
計
画
」
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

八溝山天然林内の沢の流れ（入口近くの歩道上）

高性能林業機械を使用した間伐作業

森林計画樹立に伴う意見交換会

「第五次奥久慈森林
計画」の樹立に
向けて

森林管理署メモ

棚倉森林管理署

た
森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て
、
引
き
続
き

間
伐
等
の
森
林
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
次
世
代
の
た
め
に
も
資
源
の
循
環
利

用
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
と

林
齢
の
偏
り
を
平
準
化
さ
せ
る
た
め
、
適

切
な
主
伐
及
び
再
造
林
の
実
施
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
再
造
林
に
お
け
る

苗
木
の
確
保
や
、
植
付
・
下
刈
に
要
す
る

造
林
コ
ス
ト
の
問
題
、
作
業
を
行
う
林
業

事
業
体
の
整
備
等
に
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

去
る
二
月
二
四
日
に
は
、
農
林
事
務

所
、
地
元
自
治
体
、
林
業
関
連
団
体
、
自

然
保
護
団
体
等
へ
の
「
森
林
計
画
樹
立
に

伴
う
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
、
大
ま
か

な
森
林
計
画
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
引
き
続
き
森
林
整
備
を

し
っ
か
り
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
貴
重
な
意

見
も
出
さ
れ
、
こ
の
こ
と
も
森
林
整
備
の

大
事
な
課
題
と
し
て
計
画
し
て
い
く
考
え

で
す
。
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コンテナ苗の育成
苗等現地研修会を
開催しました

苗協メモ

福島県農林種苗農業協同組合

　

平
成
二
七
年
三
月
二
三
日
（
月
）
～
二

四
日
（
火
）
の
二
日
間
、
南
相
馬
市
の
有

限
会
社
上
原
樹
苗
の
苗
畑
と
茨
城
県
結
城

市
の
公
益
財
団
法
人
日
本
花
の
会
結
城
農

場
を
研
修
会
場
に
、
会
津
支
部
組
合
員
十

一
名
が
参
加
し
、「
コ
ン
テ
ナ
栽
培
の
育

成
と
接
ぎ
木
に
よ
る
桜
増
殖
方
法
」
の
現

地
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

改
正
さ
れ
た
間
伐
材
等
及
び
特
定
母
樹

の
増
殖
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
方
針
で

は
、
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
取
組

の
推
進
と
し
て
、
特
定
母
樹
（
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
）
か
ら
採
取
し
た
種
穂
を
用
い
た

コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
造
林
・
保
育
の
低
コ

ス
ト
化
に
向
け
た
技
術
の
確
立
を
求
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
積
雪
地
域

で
の
コ
ン
テ
ナ
育
成
を
秋
田
県
や
岩
手
県

で
研
修
を
重
ね
、
特
に
、
岩
手
県
の
吉
田

さ
ん
の
「
ま
ず
は
コ
ン
テ
ナ
育
成
に
取
り

組
む
こ
と
だ
、
失
敗
す
る
こ
と
で
体
が
育

成
技
術
を
覚
え
る
。」
こ
と
の
実
践
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
二
六

年
か
ら
試
験
育
成
に
着
手
し
、
雪
に
埋
も

れ
さ
せ
た
コ
ン
テ
ナ
苗
の
育
成
結
果
を
体

感
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
雪
に
よ
る
損
傷

は
少
な
く
、
秋
田
県
や
岩
手
県
よ
り
重
い

雪
で
あ
る
こ
と
か
ら
会
津
地
域
で
の
コ
ン

テ
ナ
育
成
は
、
困
難
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
た
課
題
は
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
研
修
は
、
会
津
森
林
管
理
署
の

造
林
計
画
で
は
、
低
コ
ス
ト
化
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
コ
ン
テ
ナ
苗
を
使
用
す
る
方

向
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
限
会
社
上
原
樹

苗
の
苗
畑
に
て
課
題
等
を
解
消
す
る
現
地

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

①　

コ
ン
テ
ナ
に
は
、
一
二
〇
㏄
や
一
五

〇
㏄
、
三
〇
〇
㏄
が
あ
る
が
、
容
量
が

大
き
い
ほ
ど
苗
木
は
均
一
で
あ
る
。

②　

コ
ン
テ
ナ
に
埋
め
る
用
土
の
量
は
、

コ
ン
テ
ナ
容
量
の
一
・
三
倍
を
目
安
と

す
る
。

③　

用
土
の
詰
め
方
は
、
用
土
を
詰
、
苗

木
を
移
植
、
コ
ン
テ
ナ
を
ト
ン
ト
ン
し

隙
間
に
用
土
を
補
充
す
る
。

④　

単
管
の
棚
に
コ
ン
テ
ナ
を
乗
せ
る

と
、
水
キ
レ
が
悪
く
根
腐
れ
の
原
因
と

な
る
。
ト
レ
ー
が
良
い
。

⑤　

生
産
規
模
の
根
拠
は
、
コ
ン
テ
ナ
三

〇
〇
㏄
を
使
用
し
た
場
合
は
、
一
反
当

た
り
十
万
本
で
あ
る
。

　

二
日
目
の
研
修
は
、
平
成
二
七
年
度
福

島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合
の
重
点
事

業
で
あ
る
、
社
会
貢
献
事
業
「
さ
く
ら
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
接
ぎ

木
増
殖
技
術
の
研
修
を
公
益
財
団
法
人
日

本
花
の
会
結
城
農
場
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

①　

種
子
に
よ
る
苗
づ
く
り
は
、
親
と
同

じ
形
質
を
つ
く
る
の
は
難
し
い
。

②　

ハ
ダ
カ
苗
木
で
は
、
ひ
げ
根
が
多
い

と
元
気
な
苗
木
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
実
は
、
根
切
れ
苗
木
が
良
い
。

③　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
系
を
増
殖
す
る
台
木

は
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
二
年
生
を
使
用

す
る
と
良
い
。

④　

穂
木
の
採
取
は
、
二
月
に
採
取
し

五
℃
以
下
で
保
管
、
台
木
が
動
き
出
す

三
月
に
継
ぐ
と
良
い
。

⑤　

畑
の
管
理
は
、
サ
ク
ラ
は
連
作
障
害

を
発
生
す
る
作
目
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
こ
と
。

　

研
修
実
施
か
ら
二
ケ
月
が
す
ぎ
ま
し
た

が
、
会
津
地
域
で
は
、
秋
ま
で
に
約
三
千

本
の
ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
出
荷
に
着
手
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
さ
く
ら
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
富
岡
町
「
夜
の
森
サ
ク
ラ
」
か

ら
接
ぎ
穂
を
採
取
し
、
五
〇
〇
本
の
接
ぎ

木
増
殖
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

早
期
に
研
修
成
果
を
発
揮
で
き
た
の

は
、
上
原
樹
苗
の
上
原
さ
ん
と
日
本
花
の

会
の
田
中
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公益財団法人日本花の会田中さんから話を聞く

有限会社上原樹苗のコンテナスギ研修
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二
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
六
㌫
増
（
前
年
比
一
一

㌫
増
）
の
三
二
、
一
二
二
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
に
つ
い
て
は
、
前
月
比
七
㌫
増
（
前
年
比
九
㌫
増
）
の
三
一
、

八
三
二
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
月
の
価
格
に
つ
い
て
は
保
合
が
続
い
て
い
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（３月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを、＊印は前月実
績がなかったことを示す。

　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各
地域の平均的価格を示す。

　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、
福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

 4.00

並 カラマツ 　（ 0～ 0）  7 （ 6～ 9） 0

13～14 並 カラマツ 　（ 0～ 0）  8 （ 7～ 8） 0

16以上 並 カラマツ 　（ 0～ 0） 11 （10～12） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会 津 地 方 浜 通 り 地 方 県 平 均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一

般

用

材

小
 5～ 9

 4.00
並

ス　ギ
 8 （ 8～ 9） △ 1 　（ 0～ 0） 0 10 （ 9～10） 0  9 （ 8～10） 0

10～13 並 12 （11～14） 0 11 （11～11） 0 11 （10～12） 0 12 （10～14） 0

中

14～18

 3.00
並 ス　ギ 13 （11～14） 0 10 （10～10） 0 12 （12～13） 0 12 （10～14） 0

並 ヒノキ 14 （14～14） △ 1 　（ 0～ 0） 0 17 （16～17） 1 16 （14～17） 0

 6.00
並 ス　ギ 17 （16～18） 0  8 （ 8～ 8） 0 16 （14～18） 0 15 （ 8～18） 0

並 ヒノキ 27 （27～27） 0 　（ 0～ 0） 0 23 （19～27） 0 24 （19～27） 0

20～28

 3.65 並 ス　ギ 13 （11～14） △ 1 12 （11～12） 0 12 （11～13） △ 1 12 （11～14） △ 1

 4.00 並
アカマツ

 9 （ 9～10） △ 1 　（ 0～ 0） 0  9 （ 9～ 9） △ 1  9 （ 9～10） △ 1

 1.80 並  7 （ 5～ 8） 0 　（ 0～ 0） 0  8 （ 8～ 8） 1  7 （ 5～ 8） 0

外

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 31 （26～36） 0 31 （26～36） 0

並 米マツ 35 （35～35） 0 29 （29～29） 0 32 （28～36） 0 32 （28～36） 0
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

 3.80 並 エゾマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 28 （26～29） 0 28 （26～29） 0

 4.00
並 ベニマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 33 （29～37） 0 33 （29～37） 0

並 カラマツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 26 （23～29） 0 26 （23～29） 0
南
洋
材

70～90 8～14
並 ラワン 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0

並 アガチス 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0

パルプ
用　材

− −
並 マ　ツ 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0  5 （ 5～ 5） 0  5 （ 5～ 5） 0

並 広葉樹 　（ 0～ 0） 0 　（ 0～ 0） 0  7 （ 7～ 7） 0  7 （ 7～ 7） 0

か
け
と
な
っ
た
「
戦
後
の
荒
廃
し
た
国
土

の
緑
化
」
と
同
じ
思
い
と
考
え
ら
れ
、
復

興
の
実
現
と
御
支
援
し
て
頂
い
た
全
国
の

皆
様
へ
の
恩
返
し
に
な
る
も
の
で
す
。

　

開
催
準
備
に
は
、
日
々
苦
労
が
絶
え
な

い
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の
県
民
や

参
加
さ
れ
た
県
内
外
の
方
々
の
感
動
が

代
々
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
植
樹
祭
に
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
関

わ
り
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
（
南
相
馬
市
開

催
）
の
成
功
に
向
け
、
県
民
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
た
く
な
る
よ
う
な
醸
成
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
天
国
の
「
じ
い
や
」

も
願
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
じ
い
や
」
と
全
国
植
樹
祭

　

昭
和
四
五
年
、
猪
苗
代
町
で
開
催
さ
れ

た
「
全
国
植
樹
祭
」
に
つ
い
て
、
す
で
に

他
界
し
て
い
る
祖
父
「
じ
い
や
」
の
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
地
区
の
農
業
委
員
長
を
任
さ
れ

て
い
た
関
係
で
田
島
町
（
現
南
会
津
町
）

か
ら
、「
で
で
み
ね
え
が
」
と
誘
わ
れ
、
旅

行
好
き
な
「
じ
い
や
」
な
の
で
、
そ
の
場

で
参
加
す
る
と
返
答
し
た
そ
う
で
す
。

　

全
国
植
樹
祭
開
催
の
数
年
前
に
は
、
開

催
候
補
地
と
し
て
「
檜
枝
岐
村
の
尾
瀬
」

と
い
う
情
報
が
新
聞
に
載
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
木
材
産
業
の
活
発
な
会
津
の
地
に
決

め
た
の
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

開
催
前
日
、「
じ
い
や
」
が
会
津
若
松
市

の
温
泉
旅
館
で
の
前
夜
祭
に
参
加
し
て
い

る
と
き
は
大
雨
で
、
開
催
を
み
ん
な
で
心

配
し
た
そ
う
で
す
が
、
当
日
の
五
月
晴
れ

に
特
別
な
感
動
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　
「
猪
苗
代
湖
を
望
む
天
鏡
台
に
お
い
て
皆

さ
ん
と
植
樹
が
で
き
る
こ
と
は
喜
び
」
と

天
皇
陛
下
の
お
言
葉
の
後
、
両
陛
下
、
そ

し
て
参
加
者
が
植
樹
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

第
二
一
回
全
国
植
樹
祭
か
ら
本
年
五
月

で
四
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

猪
苗
代
町
開
催
か
ら
四
八
年
目
と
な
る

平
成
三
〇
年
、
南
相
馬
市
で
の
開
催
は
、

震
災
（
津
波
）
に
よ
り
失
わ
れ
た
海
岸
林

の
復
旧
が
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
全
国
植

樹
祭
を
国
の
行
事
と
し
て
開
催
す
る
き
っ

鈴　

木　

比　

良

福
島
県
南
会
津
農
林
事
務
所

森
林
林
業
部
林
業
課

現在の「昭和の森」（両陛下お手植えの松）
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株式会社　福島測機
福島市渡利山ノ下前37-2　TEL 024-523-1706　FAX 024-523-1704

１. 樹木の様に比較的まっすぐな場合 ２. 堆積物等の山なり形状の場合

LDM-20
レーザーハイトセンサー「ハイト mini」
LDM-20

【LDM-20　仕様】 測 距 範 囲
測 距 精 度
傾斜センサー分析能
測　　　　　定
寸　　　　　法
重　　　　　量
付　　属　　品

反射板　無30ｍ　有300ｍ
±５mm
0.1
高さ・水平距離・斜距離
Ｗ64・Ｈ64・Ｄ180
650ｇ

ソフトケース・反射板・取説
RS232Cケーブル・EXCEL取込ソフト

高さ測定

表紙の写真

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
総
合
研
究
所
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

相

馬

雅

俊

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

はなしの
ひろば

　
時

「新緑の中へ」
　第29回ふくしま緑の写真コ
ンクールで金賞を受賞した吉井
勝美さん（福島市）の作品。

　

鎌
倉
に
あ
る
大
佛
次
郎
邸
は
、
大
正
九
年
に
建
て
ら
れ
た
書
斎
で
あ
り
、
文
士
仲
間
の

交
流
の
場
で
あ
っ
た
。
春
に
は
自
慢
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
愛
で
た
そ
う
だ
。
そ
の
邸
は
、

今
は
「
大
佛
次
郎
茶
亭
」
と
し
て
土
・
日
の
正
午
頃
か
ら
日
没
ま
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

茶
菓
子
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
る
。

　

い
わ
き
市
に
あ
る
「
ま
ど
の
そ
と
の
ま
た
む
こ
う
」
と
い
う
名
の
絵
本
美
術
館
は
、
週

に
一
度
だ
け
十
時
～
十
四
時
ま
で
予
約
制
で
入
館
で
き
る
。

　

こ
の
時
間
帯
に
は
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
か
ら
差
し
込
む
光
の
な
か
絵
本
が
読
め
る
と
い

う
心
く
ば
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
絵
本
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
と
っ
た
と
い
う
美
術
館
の
名
も

ま
た
い
い
。
自
我
と
い
う
輪
郭
を
解
き
放
ち
、
創
造
と
果
て
し
な
い
想
像
を
か
き
た
て
ら

れ
る
。

　

こ
の
茶
亭
や
美
術
館
は
、
時
計
で
管
理
し
て
い
る
施
設
で
は
な
い
。
中
心
に
あ
る
の
は
、

季
節
ご
と
に
感
じ
る
人
の
体
内
時
計
と
感
性
だ
。

　

一
昨
年
、
友
人
と
茶
亭
を
訪
ね
た
時
の
木
も
れ
日
の
な
ん
と
き
れ
い
だ
っ
た
こ
と
か
。

こ
こ
に
あ
る
樹
木
た
ち
も
、
季
節
と
と
も
に
生
物
時
計
で
時
を
刻
み
な
が
ら
、
年
輪
を
加

え
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
自
然
と
人
が
い
た
わ
り
合
い
な
が
ら
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
後

ろ
か
ら
つ
い
て
く
る
気
が
す
る
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流
れ
に
身
を
委
ね
る
こ
と
が
、

生
き
る
た
め
の
人
の
リ
ズ
ム
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

六
月
十
日
は
、
水
時
計
で
始
め
て
人
々
に
時
を
知
ら
せ
た
「
時
の
記
念
日
」
そ
し
て
次

の
日
、
暦
で
は
梅
雨
入
り
と
な
る
。
雨
音
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
を
過
ご
し

て
み
る
の
も
い
い
。 
（
都
）



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

北関東支店　〒969-1149　福島県郡山市八山田 5-314
　　　　　　 TEL 024-973-5166　FAX 024-973-5168



監　
　
　

修　
福
島
県
農
林
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産
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発
行
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法
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森
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福
島
市
中
町
五
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十
八
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県
林
業
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館
内

定
価
一
〇
八
円

年
間
購
読
料
一
、九
〇
〇
円
（
税
・
送
料
込
）

住化グリーン株式会社
本社　　　　〒103－0016　東京都中央区日本橋小網町１番８号 　　　　　　TEL.03-6837-9422　FAX.03-6837-9423
東北営業所　〒981－3133　宮城県仙台市泉区泉中央３丁目10番３号　泉セントラルビル202号室　TEL.022-771-6681　FAX.022-771-6682

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

ヤマビル対策に
マリックスター（駆除剤）

タケを駆除する
クロレートS

くん蒸用生分解性シート

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

水冷ディーゼル
X379301020
￥3,375,000（税抜）

RSP	 21BPX	 967159403
	 95VPX	 967159303
HS	 25AP	 967159104
	 91VXL	 967159204
HM	 21BPX	 967159404
	 95VPX	 967159305

SR3000-2
竹もOK!

出力　22.3kW（質量1,330㎏）

最大処理径

180㎜

GZ3900EZ
排気量　39.1㎤（質量4.4㎏）

￥108,000（税抜） 45㎝（18"）
RSP	 21BPX	 967160502	
	 95VPX	 967159902
HM	 21BPX	 967160504
	 95VPX	 967159904

GZ4300EZ
排気量　43.1㎤（質量4.4㎏）

￥133,700（税抜）
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